
651　カスタマイズ可能なスマートカメラSC+A

とOpenCVが動作する環境を備えたスマートカメラ
で，カスタマイズ機能を使ってユーザが必要とする画
像処理アプリケーションを実現することができます．
ハードウェア仕様もソフトウェアのソース・コードも
ユーザに開示されているので，容易にZynqの実力を
試すことができます．
　Zynqを製品に採用してみたいと考えても，ハード
ウェアの開発からLinuxやOpenCVの開発環境まで，
時間とコストをかけることはおいそれとはできませ
ん．しかし，カスタマイズ可能なSC+Aを使えば，少
量多品種の産業用システムへの対応も容易になること
が期待できます．
● 撮像・画像処理・画像出力機能をコンパクトに凝

縮したSC+A（サーバルキャット・プラスアドバ
ンスド）

　図1に示すように，画像処理システムは画像を撮影
する機能，画像データを処理する機能，処理の結果を
出力する機能により構成されます．またSC+Aは画像
処 理 シ ス テ ム に 必 要 な 機 能 が61mm×134mm×
40mmのコンパクトなサイズに収められています．

カスタマイズ可能な 
スマートカメラSC+A1

● Zynqのパフォーマンスが見えてきた
　Zynqはデバイスの特徴，性能，開発環境について
の解説が本書にもたびたび登場し，おなじみのデバイ
スになりました．デバイス・メーカや代理店からは，
多くの企業で搭載製品の開発が進んでいるというアナ
ウンスも聞こえてきます．
　しかし開発現場に携わる技術者が本当に知りたいの
は，実際にデバイスをシステムに組み込んでLinuxや
OpenCVを搭載してアプリケーションを開発した時，
どれほどのパフォーマンスが期待できるかという真実
の姿です．残念ながら，熾烈な開発競争の真っただ中
にあるユーザ企業の具体的な開発成功例もしくは失敗
例の詳細に触れることはまずありません．
● カスタマイズ可能なスマートカメラを開発
　アイキューブテクノロジは，Zynqを搭載したス
マートカメラSC+A（サーバルキャット・プラスアド
バンスド）を開発しました（写真1）．SC+AはLinux

　Xilinx社製ARMコア内蔵FPGAであるZynqを搭載したFA向けのインテリジェント・カメラが登場しました．このカメラはOSと
してLinuxが走るだけでなく，画像処理ライブラリOpenCVが移植されているのが最大の特徴です．これによりFPGA部分をカスタ
マイズしなくても，用意されているOpenCVを使ってプログラムを作成することで，高度な画像処理が容易に可能になります．
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写真1　SC+Aの外観  

・ Xilinx社製Zynq-7000
（CPU：ARMCortex-A9 デュアルコア）

・DDR3-SDRAM 1Gバイト
・マイクロSDカード 32Gバイト
・RTC（リアルタイム・クロック）

・Linuxプリインストール
・X Window System動作確認済み
・クロス開発/セルフ開発可能
・OpenCV対応

・500万画素CMOSイメージ・センサ
・Cマウント・レンズ対応

・ 絶縁ディジタル入出力
（入力2ポート，出力2ポート）

・ USB 2.0ホスト機能
・ DVIビデオ出力

・Ethernet 1000Base-T
・PoE対応


